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＜この講義・演習のねらい＞

就労支援員としての個人への支援、

特に「学びの見取り図」における

「“きちんと”：丁寧な相談支援」

「“みんなで：”チームによる支援」の

具体的な実施方法を学ぶこと。



＜セッション１＞

四宮さん、小林さん、渡部さんに、
この１年の取り組みについて
おうかがいします！



質問 その１

昨年の後期研修で、

一番印象に残っている
ことは
何ですか？



質問 その２

職場の紹介を

お願いします！

（実施体制・取組の概要）



箕面市における実施体制について

自立相談支援事業

住居確保給付金

就労準備支援事業

家計相談支援事業

学習支援

○福祉事務所への職員の配置
○相談支援機関のネットワーク構築
○隣保館との連携

○社会参画と中間的就労

○専門家による相談支援

（弁護士、社会保険労務士など）

○金銭管理等の既存制度の活用

・社会福祉協議会とNPO法人暮らしづくりネットワーク北芝*の共同実施
*誰もが安心して暮らせるまちづくりをめざし、住民ニーズ
から多様な地域資源を住民とともに生み出してきた

・箕面市の人口…132,986人（平成27年10月末現在）
・平成27年度は9名での相談体制で実施

○市教育委員会が事業実施
外部ＮＰＯと協働で進めている

（箕面市暮らしづくりネットワーク北芝 四宮）



就労準備支援事業について

・平成27年度新規相談者の中で仕事をめぐる問題領域がある人：34件
・プログラム利用者：4月からの新規相談者が10件

昨年度以前からの継続相談者が35件
・就労に繋がった相談者：23件（継続相談者含む）

※平成27年度新規相談者（4～9月）：155件

（箕面市暮らしづくりネットワーク北芝 四宮）



くらしごとの体制

相談者ニーズ 企業ニーズ

マッチング

パートナーシップ

WIN WIN

地域の担い手が生まれ、地域づくりにつながる

オーダーメイド型

プログラム型

ファシリテーション機能として
調整役やその仕組みが必要

つながり隊（２．５名）

相談支援員（4名）
が把握

就労部門 が把握

就労支援員（２．５名）

（釧路市くらしごと 小林）



ステージ１

•当協議会内における内職作業
•職員に見守られた中で成果報酬型の内職作業に参加し、日常生活自立・社会生活自立を目指
す。

ステージ２

•協力企業にて見学・体験
•日常生活自立・社会生活自立が図れてもいきなり働き始めるのではなく、まずは実際の仕事を
見学し、その上で体験を行う。体験期間はその都度設定を行う。

ステージ３

•短時間就労
•体験の結果、双方が希望すれば雇用契約を結び働き始めるが、ここでもいきなりフルタイムでは
なく、半日勤務、あるいは３日前後の勤務からスタートする。

ステージ４

•長時間就労（一般就労）
•短時間労働を経て双方の確認が取れれば、長時間勤務（フルタイム）に切り替え、就労自立を果
たす。

定着支援 退職支援

段階的な就労支援
実施事業：釧路市相談支援・就労準備支援・被保護者就労準備支援、釧路総合振興局相談支援

（釧路市くらしごと 小林）



生活困窮者自立支援事業町村部の実施について
福島県社会福祉協議会においては、事業の実施主体（福祉事務所を設置する自治体）である福島県から県内46町村を対象

とする事業を受託し実施する。なお、市部に関しては市が実施主体である。

地区 町村数 人口 県社協担当事務所 職員体制

県北地区 4町村 44.014 県北・相双事務所
所在地：福島市

4名（主任1・相談2・就労1）
相双地区 10町村 78.823

県中地区 9町村 87.747 県中・県南事務所
所在地：鏡石町

5名（主任1・相談2・就労2）
県南地区 8町村 82.342

会津地区 11町村 76.858 会津事務所
所在地：会津若松市

5名（主任1・相談2・就労2）
南会津地区 4町村 27.323

46町村 397.107 ※県人口1.926.961 職員14名（ﾌﾟﾛﾊﾟｰ職員1名）

事業対象地区（町村）と実施体制 ※各地区には県福祉事務所あり。

職種 主な業務内容

主任
相談支援員

○相談業務のマネジメント
・支援の内容及び進捗状況の確認、助言、指導。・スーパービジョン（職員の育成）
○高度な相談支援（支援困難事例への対応等）
○地域への働きかけ ･社会資源の開拓・連携。・地域住民への普及・啓発活動

相談支援員

○生活困窮者への相談支援全般
・アセスメント、プラン作成、支援調整会議の実施等一連の支援プロセスの実施、記録の管理、
訪問支援（アウトリーチ）
○個別的・継続的・包括的な支援の実施 ○社会資源その他の情報の活用と連携

就労支援員
○就労支援（能力開発・職業訓練・就職支援・無料職業紹介・求人開拓など）
○キャリアコンサルティング ○ハローワークや協力企業等との連携

名称：生活自立サポートセンター （自立相談支援機関）

(福島県社協 渡部）



生活困窮者自立支援事業会津地方の実施について
福島県社会福祉協議会においては、事業の実施主体（福祉事務所を設置する自

治体）である福島県から会津・南会津地区において事業受託し実施する。

人口等数字は平成27年4月1日現在 福島県企画調整部統計課

（２）南会津地域の4町村
人口27.323 世帯数10.490
年少人口（0～14歳）10.7％
生産年齢人口（15～64歳）50.1％
老年人口（65歳以上）39.2％
※50％超なし

（１）会津地域の11町村
人口76.858 世帯数26.200
年少人口（0～14歳）11.1％
生産年齢人口（15～64歳）52.8％
老年人口（65歳以上）36.1％
※59.8%・55.6%・50.9%

※福島県
人口1.926.961 世帯数729.896
年少人口12.5％ 生産年齢人口59.3％ 老年人口28.2％

(福島県社協 渡部）



質問 その３

この１年で

見えてきたことは？

（取り組みの成果と課題）



■成果

・就労準備支援が面談時以外のアセスメント場面になる

→コミュニケーション、理解力、注意力など、プログラムを通じて分析をすることができた

・有償のプログラムに参加することで増収になる

→収入が入ることで、就職活動の交通費や食料を買うことができ、次のステップに進むための足掛

かりとなることが多かった

・受注する仕事の種類が増加

→個人、集団でできるものや作業内容など相談者の能力に合わせた作業を提供しやすくなった

■課題

・受注する仕事が不定期な場合が多い

→相談者の参加のタイミングなどのマッチングが難しい

・近郊の店舗、企業、事務所などのつながりづくりを増やす

→プログラムの種類やステップアップできるものへ（win-winの関係づくり）

⇒地域の資源開拓、誰もが安心して住めるまちづくりを目指す

成果と課題

（箕面市生活相談窓口 四宮）



自身の取組状況

丁寧な相談支援を心がける

見学・体験先企業への同行

研修会・講座・セミナーへの参加

•信頼関係をつくる。支援しているというより、一緒に考えていくと言う方向で。

•相談者とイメージの共有ができる。（職場環境・作業内容・働いている人の
仕事中の様子）

•企業の雇用ニーズの確認。 顔見知りになることで、情報も得られやすい。

•関連機関との連携がしやすくなる。情報共有。
•知識の拡大（発達障がいの方への対応等）

（釧路市くらしごと 小林）



取組みの成果
•相談者(再相談）・就労者人数の増加
•就職後の状況把握（定着支援）
•企業開拓（協力企業２７社）
•社会資源との繋がり（連携機関との会話もスムーズに）
•数字や形で表すことのできない相談者の変化・お礼や感謝の言葉

【 課題 】

•専門知識の習得(求められた情報の早期対応)

•企業も支援するという視点を持つこと
•就労準備支援参加者とのコミュニケーション
•定期的にチーム内の情報共有の場を作る

（釧路市くらしごと 小林）



見えてきたこと[取組みの成果と課題]
事業実施の状況

男性
64%

女性
27%

不明
9%

相談受付件数の男女別

10代
0%

20代
3%

30代
15%

40代
15%

50代
28%

60～64歳
21%

65歳～
6% 不明

12%

相談者（本人）の年代
２

本人（来

所）
24%

[分類名][パ
ーセンテー

ジ]

家族・知人

（来所）
2%

家族・知人

（電話）
0%

自立相談支

援機関が把

握
2%

関係機関・

関係者紹介
52%

その他
10%

不明
2%

相談受付経路
３

情報提供・

相談対応の

みで終了
19%

他制度・他

機関等への

つなぎ
12%本人未同

意、同意に

向けて取り

組む
0%

継続支援

し、プラン策

定
69%

スクリーニン

グ判断前に

中断・終了
0%

スクリーニングﾞ結果４

１

(福島県社協 渡部）



見えてきたこと[取組みの成果と課題]
[成 果]

○平成２６年度７１件・２７年１１月末1３９件=２１０件・就労率80%

[課 題]

1.対象者は十人十色・百人いれば百とおりの手法

健常者・精神障害者・10年以上引きこもり・8050の対象者等々

2.関係機関によるネットワークの構築が最重要

町村役場・町村社協・民生委員・地域住民・町内会・自治会・

福祉事務所・ハローワーク・社会福祉法人・企業・法テラス等々

「関係機関によるネットワークは、地域から孤立し、自ら支援を求める

ことが困難な場合が多い生活困窮者の早期の発見・把握のためにも

不可欠なものです。」

（福島県社協 渡部）



質問 その４

「丁寧な相談支援」

「チームによる支援」の

具体的な取り組みについ
て教えてください！



■丁寧な相談支援

・多角的な視点とアセスメント

→2人1組の相談体制

→本人の興味・関心に合わせた話題から、本人の世界を知ろうとする

・本人に合わせた支援

→話を丁寧に聞き、困っていることから取り組み（相談員の見立て・優先順位を押し付けない）、
初期段階はとくに信頼関係の構築を丁寧に行う

→本人の状態に合わせた時間帯・場所の設定（同行、訪問、家族調整等）

■チームによる支援

・場面に応じて相談員の顔を変える
→場面（面談、居場所、就労体験等）により異なる相談員が接点を持ち情報や見立てを共有
（異なる顔を見せる／知る機会にもなる）

・関係機関を巻き込んだ箕面市内のチームづくり（横断的相談体制）を意識

→他機関とともに面談、ケース検討を実施、協議会の実施

具体的な取り組みについて

（箕面市暮らしづくりネットワーク北芝 四宮）



制度の【狭間】を埋める 横断的相談体制の構築

箕面市ライフプラザ（福祉部局庁舎）
市立病院、医療保険センターが併設された

福祉拠点・総合窓口
福祉事務所

箕面市ライフプラザ（福祉部局庁舎）
市立病院、医療保険センターが併設された

福祉拠点・総合窓口
福祉事務所

らいとぴあ２１（隣保館）
総合生活相談、地域就労・青少年事業を

中心にした総合的事業展開
ライフプラザの地域サテライト

らいとぴあ２１（隣保館）
総合生活相談、地域就労・青少年事業を

中心にした総合的事業展開
ライフプラザの地域サテライト

社会福祉協議会・その他福祉サービス
金銭管理、貸付等の社会福祉事業
民生委員等の地域福祉事業
地域包括支援センター
在宅支援センター等

高齢・介護相談・サービス

社会福祉協議会・その他福祉サービス
金銭管理、貸付等の社会福祉事業
民生委員等の地域福祉事業
地域包括支援センター
在宅支援センター等

高齢・介護相談・サービス

行政関係相談機関
子ども家庭相談センター
子ども家庭相談室

男女部局、障害者事業団
ハローワーク、労働部局
SSW、教育委員会部局

行政関係相談機関
子ども家庭相談センター
子ども家庭相談室

男女部局、障害者事業団
ハローワーク、労働部局
SSW、教育委員会部局

推進
協議会

ケース
検討の
積み重ね

生活困窮者を支える様々な窓口

生活困窮者を支える様々な窓口 生活困窮者を支える様々な窓口

生活困窮者を支える様々な窓口

横断的体制の構築
をコーディネート

生活困窮者

評価・検証

（箕面市暮らしづくりネットワーク北芝 四宮）



丁寧な相談支援

•包括的な相談受付、アセスメント、プラン作成
内容に拘わらず、どんな相談でも全て受入れる。

（複合的な課題を持っていることが多い）

例 年金が少なく、生活費が足りない。負債も抱えている。

⇒ 家計の見直し(固定電話の解約等）、就労・パートの開始(ホテル雑務、

介護施設管理人等）、債務整理（法テラスへの相談同行）、寄り添い

•信頼関係の構築と自尊感情、自己有用感の回復に
向けた支援
相談者の話をよく聞く（否定しない）、同じ立場・感覚 共有。

本人の経験を活かす、ストレングスを見つけ気付いてもらう。

体験によって確認、自信につなげる。

（釧路市くらしごと 小林）



チームによる支援

相談支援員、就労支援員
つながり隊による協働⇒

●企業への見学・体験同行

清掃業、水産加工場、農業、 等

●相談者が希望する職種（団体）へのアプローチ

パン製造業、水産加工場(製造）、飲食店
電気工事業、パソコン講座

相談支援員 就労支援員

つながり隊

（釧路市くらしごと 小林）



[“きちんと”丁寧な相談支援]
１．初回面談が信頼関係を築く(重要)     
・初回面談に臨む対象者は不安と警戒心で精神状態が

不安定

○アセスメントシートの作成

一番重要なことで、対象者の心理状態を十分考慮

２．どんな支援をしてほしいのか?
○対象者が抱える問題・課題の整理

○対象者に本気で支援する姿勢を見せる。

対象者は安心感を抱き、前向きに語り始める。

就労意欲の喚起

（福島県社協 渡部）



［“みんなで”チームによる支援］

１．２人１組による支援体制・関係機関との二人三脚

○相談受付・申込票作成・インテークアセスメント

シートの聞取り役

○就労支援役

詳細な情報収集により求人情報による支援と

職場開拓

２．対象者の問題、課題解決のため、役場、社協、包括
支援センター、民生委員、企業法、テラス等々との連
携による支援体制

（福島県社協 渡部）



＜セッション２＞

この１年で印象に残る
実践事例を
ご紹介ください！



DVD鑑賞

ケースⅢ

「地域の見守りによる支援」

（福島県社協 渡部）



事 例(D V D)
◎[情報提供]民生委員→町社会福祉協議会→県社協・(面談１回)

「緊急を要する支援・(対象者単独支援」

昭和36年5月生(53歳)男性・一人暮らし・無職

電気、ガス、水道、電話、すべてのライフラインは3年前からストップ。

住宅25坪程度の平屋建持家(母名義)で生活、一昨年台風の直撃を雨漏り修理不能

生計は少々のバイト代で生活。住宅の内部は一般住宅と呼ぶには疑わしい状況

衣類、身体は汚れていて洗濯した形跡が見られない状況

平成26年9月18日 担当民生委員との面談

平成26年9月25日 対象者初回面談・民生委員同席・住込み就労先提示(ホテル業務)

平成26年9月25日 提示就労ホテルへ履歴書提出の意思表明

平成26年9月28日 希望ホテル面接試験実施(送迎)

平成26年9月30日 希望ホテル採用通知あり

平成26年10月2日 就職のため手続き(保証人等)・給料振込み銀行・年金免除申請

平成26年10月2日 当面の生活費を姉より借用すべく自宅訪問、再々お願いし4万円借用

平成26年10月3日 ホテルから提示のあった手続き完了・紛失運転免許申請

平成26年10月5日 ホテル寮に入るため県社協の車で引越し実施、無事入寮

平成26年10月20日 運転免許証の交付(送迎)・即戦力者として就労

（福島県社協 渡部）



（福島県社協 渡部）

「身体は小さいが健康で忍耐強い」「転んで
も転んでも起き上がる」「七転八起」を象徴す
る会津の縁起物

会津事務所の担当する町村のカラーを使
え意識の高揚を図るためポンター作成



支援の事例（Ｗさん・５０代女性）

●相談当初

・母親の介護と、仕事とを失ったことにより(勤務先ホテル廃業）鬱に。
・母親の死後は、朝夕刊の配達と単発のアルバイトのみの収入になり、生活が厳しくなる。

・仕事はしたいが、年齢的な問題と精神的な落込みが続いていて、意欲と自信をなくしていた。

●プラン作成

・自信回復へ。面談・情報提供を通じ、本人の変化をみながら進める。

・１カ月後、清掃会社への見学・体験（同行）。

●就 職 体験を経て、情報提供した求人の中から、フルタイムで清掃会社に就職。

・採用決定直後は、転居等に関しても意欲的になる。

・2週間後本人より連絡、仕事が覚えられず注意ばかり受けていて辛い状況

→ 2週間では 覚えられなくて当たり前と励まし

・1ヶ月後、様子を聞くため電話。人間関係に耐えきれず、自分の覚えの悪さを悲観、

退職を願い出ている。

●再就職 支援の継続・追加

・就労準備支援として、菓子店の箱折り作業に参加を勧める→気持ちの切替え、リフレッシュ

・継続中の支援で介護施設清掃の見学・体験に参加 →体験中に採用が決定、パート就業へ

（釧路市くらしごと 小林）



事例を通じて得られたこと

本人の状況把握

協働による支援体制

支援の姿勢

•大丈夫のように見えて大丈夫ではない、頑張りすぎに気づくこと。
•決めるのは相談者自身。失敗や挫折も前向きに捉えられる。

•支援員の中での相談・協議。一人の担当では気づかない発見。
•相談支援⇔就労支援 就労準備支援の活用。

•
•就職後は、状況確認を適度に。支援後も繋がる、見守り。
•共感すること。相談者の思いを聞く、想像する。

（釧路市くらしごと 小林）



・小学校から継続的な不登校

・高校卒業後、長期ひきこもりになった

・相談につながる以前の就労経験はなし

・自尊感情が非常に低く、達成感を感じることが難しい

実践事例（相談者の概要）

（箕面市生活相談窓口 四宮）

20代後半なのに、資格も経験もな
い・・・。

自分ができることなんてないだろうし、
仕事なんてできるのかな？



居場所

①居場所利用
外出機会の創出、生活リズムを整える、小集団の
コミュニケーションに慣れる
→日常生活の改善、就労意欲の向上が見られた

市役所

②就労体験（中間的就労）
最初は内職系（ピッキング、パソコン入力など）、その
後ポスティングなど小集団での作業
→得意、苦手を知る、就労イメージの獲得につながった

③有期雇用就労
市役所の短期アルバイト枠での就労
→市役所職員からのフィードバックでフルタイムでの就労の
自信につながった

④自主的な就職活動へ

実践事例（実践内容）

（箕面市暮らしづくりネットワーク北芝 四宮）



＜バズセッション＞

四宮さん（小林さん・渡部さん）の
お話をうかがって、

今後に生かしたいと思ったことを
付箋に書いてください。

（２分間で！）
そして、書いたことをチームで

共有してください。
（３分間で！）



＜まとめのセッション＞

さいごに
第二期生のみなさまに

メッセージをお願いします！



相談者も支援員も

ひとりではない。

（釧路市くらしごと 小林）



支援員の理念・宮澤賢治の「雨にも負けず」
（福島県社協 渡部）



■相談者に伴走する力
→相談者の困りごとを一緒に考え、進んでいく
→相談者自身のペースに合わせて
→時々プラスアルファの提案を

■協力機関を巻き込む力
→既存の制度と一緒にチームで進めていく
→制度でないものも一緒に作っていく
→提案できる関係づくり

生活困窮者支援相談員に必要な力

（箕面市暮らしづくりネットワーク北芝 四宮）



ありがとう
ございました！



【講義と演習⑤】就労支援の実施方法Ⅱ

個人への相談支援
～就労支援員研修第一期生の実践から学ぶ～

福島県社会福祉協議会 渡部敬二

参考資料（福島県社協の取り組み）



福島県社会福祉協議会の実施体制(必須・任意事業)

2

◆「中間的就労」の推進
・直ちに一般就労が困難な者に対する支援付きの就労の場の育成

◆家計相談支援事業
・家計再建に向けたきめ細かな相談・支援

・家計再建資金貸付のあっせん

◆「住居確保給付金」の支給

・就職活動を支えるため家賃費用を有期で給付

◆学習等支援
・生活困窮家庭のこどもに対する学習支援や保護者への進学助言
を実施

◆自立相談支援事業

・訪問支援（アウトリーチ）も含め、
生活保護に至る前の段階から早
期に支援

・生活と就労に関する支援員を配
置し、ワンストップ型の相談窓口
により、情報とサービスの拠点と
して機能

・一人ひとりの状況に応じ自立に
向けた支援計画を作成

・地域ネットワークの強化など地域
づくりも担う

包括的な相談支援

◇ハローワークとの一体的支援
・自治体とハローワークによる一体的な就労支援体制の全国整備等
により早期支援を推進

就労に一定

期間を要する者

◆就労準備支援事業
・就労に向けた日常・社会的自立のための訓練

再就職のために
居住の確保が
必要な者

緊急に衣食住の

確保が必要な者

貧困の連鎖
の防止

◆一時生活支援事業
・住居喪失者に対し支援方針決定までの間衣食住を提供

なお一般就労が困難な者

就労支援

居住確保支援

子ども・若者支援

本
人
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
（※

）

早期就労が
見込まれる者

緊急的な支援

※ 右記は、法に規定する支援（ ◆ ）を中
心に記載しているが、これ以外に様々な支
援があることに留意

家計から生活
再建を考える者

家計再建支援

◇関係機関・他制度による支援
◇民生委員・自治会・ボランティアなどインフォーマルな支援

その他の支援

基本は現金給付ではなく自立に向け
た人的支援を、有期により提供

(福島県社協 渡部）



地域福祉課長

課の総括に関すること 生活自立サポートセン
ター本部所長

センターの統括に関すること

福島県主管課（社会福祉課）との調整

生活自立サポートセン
ター県北・相双事務所

（所在地：福島市）

○14町村・人口122.837

○県北・相双福祉事務所管内

主任相談支援員１＝主幹

相談支援員２＝嘱託

就労支援員１＝嘱託

生活自立サポートセン
ター県中・県南事務所

（所在地：鏡石町）

○17町村・人口170.089

○県中・県南福祉事務所管内

主任相談支援員１＝主幹

相談支援員２＝嘱託

就労支援員２＝嘱託

生活自立サポートセン
ター会津事務所

（所在地：会津若松市）

○15町村・人口104.181

○会津・南会津福祉事務所管内

主任相談支援員１＝主任主査

相談支援員２＝嘱託

会津若松市社協職員出向受入

就労支援員２＝嘱託

主任相談支援員会議

（2ヶ月に1回）
各事務所情報共通理解と
ケース協議等

福島県生活自立サポートセンター体制

本部は県北・相双事務所兼務

本部所長は県北・相双事務所主相談
支援員兼務

職員14名は全て常勤職員（ﾌﾟﾛﾊﾟｰ職員1名＝会津事務所） 職員の採用は現地採用による。

(福島県社協 渡部）



生活困窮者自立支援制度における行政・社協との連携〔簡易版〕

県社協
自立相談支援事業は、生活困窮
者からの相談に早期的かつ包括
的に応じる相談窓口として、生活
困窮者の抱える課題を受けとめ、
評価・分析（アセスメント）して課題
に応じた支援方策を検討し、支援
が計画的かつ継続的に行われる
よう、自立支援計画を策定する。

関係機関によるネットワークのも
と、支援計画に基づく各種支援を
包括的に提供するため、支援調整
会議（どのような支援を行うか関
係機関で話し合う会議）を開催し、
関係機関との連絡調整や支援の
実施の役割等を確認する。

町村行政・社協
①住民の困窮状態の早期発見と把握

日常の社協活動における情報や生活福祉
資金借入相談、民児協からの情報による把
握。
②自立相談支援機関（県社協）へ情報提供

①により本人への相談の促しと相談日等の
調整。
③面談に伴う会場と同席（状況による）

地元住民が相談する利便性と困窮とする相
談内容の情報共有。

④地元の社会資源情報提供（ケースによって
異なる）
⑤支援調整会議への参画

⑥社協として対象者に対する支援内容（生活
福祉資金・ボランティア等）
⑦関係機関の連携のもと見守り等支援
⑧不足する社会資源の開発検討

支援調整会議

対象者の地元町村役場または社協にて開
催。新規及び評価ケースで随時開催。

社協理念「だれもがその人
らしく安心して暮らせる福
祉社会を目指す」のもと「
オール社協」において制度
の狭間にある住民の支援
に取組むことが求められま
す。この取組みが、地域の
中で支えられる側から地域
を支える側へとなり、地域
の力となります。

(福島県社協 渡部）



支援調整会議
新規ケースの発生や継続ケースの状況変化
等によりその都度、対象者の居住する町村
において開催。

支援調整会議の役割
・プランの内容が適切なものであるか合議体形式により判断する
こと

・参加者が、個々のプラン案に関する支援方針、支援内容、役割
分担等について共通認識を醸成し、個々のプランを了承すること
・プラン終了時において評価を行うこと

・不足する社会資源について、地域の課題として認識し検討する
こと

本人
世帯

福祉事
務所

地元役
場福祉
課

地元社
協

地元地
域包括

ハロー
ワーク

担当地
区民生
委員

自立相
談支援
機関

関係機
関

対象者にと
って必要と
想定される
機関の参画

例）

若者サポス
テ
親族

主任児童委
員
保健師
ケアマネ
学校関係
児童相談所

等々

各機関の強み

情報の共有

状
況
理
解

支
援
の
あ
り
方

(福島県社協 渡部）



相談に訪れる方が抱えている課題の概況と対応

就労関係
○仕事をしたいが就職できない。

○ハローワークにいってもどうしていいかわからな
い。

○求職活動の仕方がわからない。（身だしなみ、
履歴書の書き方等）
○就職できないからあきらめた。

○仕事をしているが短期間の就労のため安定し
た就職をしたい。

生活関係
○税金や水道料等を滞納しているが支払いできない。
○金融機関等に負債があるが支払いできない。
○親の介護のため仕事を離れ収入がない。
○親の年金で生活していて自身の収入がない。
○子ども（50代男性未婚）が就労していなく将来が不
安。
○ひきこもりが長く生活のリズムがちがう。（昼夜逆転）
○体調が悪い・不調だが病院受診がない。

本人や家族 役場・社協・民生委員

支援の目標
生活困窮者の自立と尊厳の確保
生活困窮者支援を通じた地域づくり

生活支援の具体的なかたち
包括的・個別的な支援
早期的・継続的な支援
分権的・創造的な支援

自立相談支援機関（県社協）
生活のしづらさや生活に困窮している方に対し

本人や家族

(福島県社協 渡部）


